孫恪 はこの 女 は 主人の 娘で あろうと 思った ので、 あ 

いさつしょう とすると、 女 は 驚いて 引 込んで しまった _ 

孫恪は 調子が 悪い ので ぼかんと 立って いると、 青い 着 

物 を 着た 少女が 出て きて、 

「何の 用が あって、 ここへ きたの か」 

と 聞く。 で、 孫恪 は、 

そん もん 

「通りすがりに 入って きた 者 だ、 尊 門 を 汚して 相 済ま 

ん」 

と 言って、 みだりに 門 内に 入った 罪 を 謝した。 

そこで 青 衣の 少女 は裡へ 入った が、 暫くす ると 最初 

の 女が 少女 を 伴れ て 出て きた。 孫恪は 少女に 向って、 



なえて やる」 

と 言わした。 既に 女に 恋々 の 情 を 起して いる 孫恪 は、 

「我 は 貧しい 旅人で、 学も才 もない のに 引 代え、 袁氏 

は 家が 富んで いるう えに、 賢で あるから、 とても 望ま 

れ ない 事で あるが、 もし 結婚す る 事が できれば、 大慶 

である」 

と 言って、 結婚 を 申込む と、 女 は 承諾して 少女 を 

な - ^ うど 

媒婆 にして 結婚の 式 を あげる とともに、 孫恪は その ま 

ま 女の 家に 居座って 入婿と なった。 

あるとき 

そのうちに 四 年の 歳月が 経った。 孫 恪は某 時、 親戚 

ちょうかん うん 

の 張 閑 雲と いう 者の 事 を 思いだ して、 久しぶりに そ 



と、 言って、 それから 孫恪と 逢わない ようになった。 

やがて 袁氏は 二人の 男の子 を 生んだ。 その 小 供 は 

至って 怜悧 で、 r 一十 歳に ならない うちから 能く 家事 を 

治めた。 その 時分に なって、 孫恪は 仕官の 口が 見つ 

かった ので、 唐の 都の 長 安に 赴任す る 事と なり、 一家 

を 挙げて 出発した が、 瑞州 という 処へ かかる と、 袁氏 

ま， 咯こ向 つ r -、 

け つ ざんじ 

「瑞 州の 決 山寺と いう 寺に 親しい 僧が ある、 東西に 別 

れ てから 数十 年に もなる から、 是非 逢って ゆきたい」 

と、 言って 決 山寺へ 往き、 住持の 老僧に 逢った が、 

へ きぎよ く 

老僧 は 袁氏を 知らない。 袁氏 はまた 懐から 碧玉 の 
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